
活動団体名︓⻄川町地域資源活⽤イノベーション推進協議会

活動地域 ︓⼭形県⻄川町

活動におけるテーマ
『⻄川町の地域資源活⽤にイノベーションを起こす︕︕』

令和5年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✔

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
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活動団体および活動地域の紹介

 活動地域︓⼭形県⻄川町
・山形県の中央にあり、出羽三山の一角をなす月山（標高1984ｍ）の
麓の約5,000人の町。
・４月にｽｷｰ場がｵｰﾌﾟﾝし、自然を活かしたカヌー・登山・苔・サウナが楽しめる
・自然に⽣育する山菜、筍などで、江⼾時代から参拝客を楽しませている。

 ⻄川町ホームページ（http://www.town.nishikawa.yamagata.jp/）
 ⻄川町ファンクラブサイト（https://fanclub.town.nishikawa.yamagata.jp/）
⻄川町の最新情報がGETできます︕︕

http://www.town.nishikawa.yamagata.jp/
https://fanclub.town.nishikawa.yamagata.jp/


地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域版マンダラの最新版を貼り付けてください。

プレゼンの際は、貴団体の発表を初めて聞く方向けにご説明ください。
地域のありたい姿、 地域の資源や課題、地域課題を解決するための事業のタ
ネ、それに期待する効果等を、ストーリー性を持ってご説明ください。
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4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

シンポジウム
話を聞く＆
仲間集め

①木質ﾊﾞｲｵﾏｽ事業
木質バイオマスを
活用した次世代型
施設園芸による目
指せ！通年型農業

②廃プラ事業
再生エネルギー
活用を通じた
交流人口拡大

③雪活用事業
豪雪を活かした
特産物の
付加価値向上

◆キックオフミーティング ◆成果報告会

年間スケジュール

◆中間共有会

■第1回■第1回
シンポジウム

■第2回■第2回
シンポジウム

事業可能性調査事業可能性調査

事業可能性調査事業可能性調査

雪の活用雪の活用
対話会①

事業実施予定地事業実施予定地
対話会①

廃プラ回収方法の検討廃プラ回収方法の検討
仲間づくり

廃プラ回収体制構築廃プラ回収体制構築

事業実施予定地事業実施予定地
対話会②

地域・森林関係者地域・森林関係者
対話会①

地域・森林関係者地域・森林関係者
対話会② 地区対話会③ 計8回地区対話会③ 計8回

視察②視察②視察①視察①

視察①視察①

事業可能性調査事業可能性調査



今年度チャレンジした主な取組内容
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取組①「木質バイオマス事業」 取組②「廃プラ事業 」

【活動内容】
・仲間づくり
・事業可能性調査
（廃プラ収集量調査）

【成果や気づき】
・協⼒してくれる人が多い。
・回収量がかなり必要になるため、その労⼒
との費用対効果を十分に検討する必要が
ある。

【活動の様子（廃プラ回収量調査）】

取組③「雪活用事業 」

【活動内容】
・仲間づくり
・先進地視察（予定）

【成果や気づき】
・地域課題でもあるが、どうにかしたい
と思っている人も多い
・主体となって動いてくれる担い手を確保す
ることができた。

【活動の様子（対話会状況）】

【活動内容】
・仲間づくり
・地域課題の整理
・ステークホルダーの役割、関係性の確認
・地域の将来像の共有
・先進地視察

【成果や気づき】
・⺠間企業の知⾒や地域の林業体との対
話により、森林資源の活用の新たな課題
等が⾒えてきた。

【活動の様子（視察状況）】



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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• 住⺠、⺠間企業、町がステークホルダーとなり事業化に向け
て関係を築くことができている。（木質バイオマス事業）

• 町外を超えてステークホルダーを確保することができた（廃プ
ラ事業）

• 町⺠との対話会により地域課題とやる気のある人材を発掘
することができ、担い手や事務局となるような人材を⾒つける
ことができた（雪活用事業）

• 対話の機会が増え、町⺠や企業、町
外の⻄川ファンからの声が聞こえてくる
ようになった。

• これまでなかった、町外企業や⻄川
ファンとの交流の場が増え、イノベー
ションが起きる土壌が情勢されつつあ
る。

• 地域内で積極的に対話や活動に関
わってくれる人が⾒えてきた。

【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】



プラットフォーム形成のポイント
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• 各事業とも他分野にまたがるため、かなり手広い活動となったことから様々なステークホル
ダーを仲間にすることができた。

• 一方で、かなり手広い形となったため、廃プラ事業や雪活用事業は、一部深堀出来なかっ
たところも出てきてしまった。

• 対話は、かなり多く回数をこなすことができ、新たな課題や担い手の確保などの成果があっ
た。



取組を通しての成果と新たに⾒えてきた課題
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≪取組全体を通した成果≫

・各事業ごとに仲間づくりを進め、ステー
クホルダーを広げることができた。

・先進地視察に⾏き、対話会を繰り返
すことで、地域の将来をより具体的にイ
メージすることができた。

・ヒアリングや数値データ等を元に地域の
現状を深く掘り下げることができた。

・ありたい姿の実現のために必要な取組
の整理ができた。

≪課題など≫
【木質バイオマス】

• 地区住⺠との対話で事業に取り組むことは賛
成だが、協⼒する部分がうまく進まなかった。視
察等により具体的にイメージできるようにするこ
とで、対話が進んだ。

• 対話することで、新たに地域森林の課題（森
林サイクルの滞り、運搬経費、届出対応煩雑
化など）

【廃プラ事業】

• 廃プラの回収量の確保と回収体制

【雪活用事業】

• 次のステップ（特産品の選定など）を整理で
きたので、そこに向けたさらなる仲間づくりが必
要



活動における今後の展望
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• 今年度は、仲間づくりと地域ビジョンの作成、実施体制を整えること
を中⼼に取り組んだことからある程度のステークホルダーを仲間にす
ることができた。

• 今後は、各事業とも事業化に向け、関係者間の調整や引き続きの
可能性調査などに取り組んでいく。

• それぞれの事業化を進めるとともに、仲間になってくれたステークホル
ダーが事業内だけではなく、さまざまな形で交わる場を作り、次々と
地域課題の解決に向けて事業化が繰り返されるような土壌を当地
域に作っていく。


